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TOSAZAI センター発足 

「林業振興・木材産業の発展なくして県勢浮掲なし」 

尾﨑知事の力強い想いによって県産材の外商促進に向けた取り組みの支援体制を強化するため、(一

社)高知県木材協会内に本年 4 月、TOSAZAI センターを発足させた。 

戦後造成した森林資源が成熟し、その資源を丸ごと使用するべく取り組んでくるなか、合板、CLT、

木質バイオマスの需要に伴い B 材から D 材については一定の需要拡大ができ、今後も期待できるとこ

ろではあるが、高価格で取引が見込まれる肝心の A 材の需要が振るわず今後の課題となっている。そ

のため A 材を中心とした需要拡大を図るために次に示す 3 つの戦略を柱とし、県産材を「より高く」

「より多く」販売するべく外商体制を強化し、木材出荷額を増大させ、ひいては中山間地域へ利益還

元できるよう努めていきたい。 
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〈 6 名体制 〉 
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商談会事業 

桜設計集団の定例会に参加 

 

開催日：平成 30 年 4 月 13 日(金)  

場所：京都市中京区二条寺町  延寿堂ビル 

参加者:50 人 

 

安井昇先生は全国的にも知られる木材防火の権威

で、木造 3 階建て小学校の火災実験を行ったことでも

有名な設計士、今年度は高知県林業大学校の講師にな

っていただいている伝手を使い、京都市内で開催され

たセミナーに参加することができた。 

6 月 14 日(木)に京都市で「土佐の自然素材で家づくり」商談会の開催を予定しており、今回のセミナーの中

で高知県からの告知タイムを設定してもらえた。 

 

 

 

京都鴨川建築塾の勉強会に参加 

開催日：平成 30 年 5 月 12 日(土) 

 場所：京都市下京西木屋町通 

京都市景観まちづくりセンター 

参加者:30 人 

鴨川建築塾は木造建築を研究する若手の勉強会。上記

と同じく安井先生が講師となる木造建築の防火授業

に参加させてもらい、商談会の告知ができた。 

 

 

 

京都府での邸別出荷に向けて営業を開始 
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展示会事業 

(株)HIKARI 金沢 ど真ん中祭り(土佐材ブランドフェア) 

 

北 陸 地 区 で の 拠 点 で あ る

(株)HIKARI ウッドステーショ

ン金沢でど真ん中祭りを開催し、

その中で土佐ブランド材フェア

を開催した。今回は天候にも恵

まれたなかで、約 200 人の来場

者があり、新規購入会社も数社

みられた。全体の売り上げも前

年より約1～2割増えたとのこと。

土佐材も桧の土台などの一般材、

枠材や盤などの役物で約60㎥を

展示し、約 7 割を販売した。北陸

などの日本海側の地域は、これ

まで土台や柱に外材（米松や米

ツガの注入土台、WW 集成管柱など）を使用していたが、外材の高騰で今後桧の土台や柱の需要が見込まれると

の事。今後も HIKARI との協力を得ながら北陸地区での販売促進をすすめていきたい。  

 

 

 (株)山木商行春の展示即売会(土佐材コーナー開設） 

今年度新規拠点契約した(株)山木商行で、自社

で年に 2 回開催している春の展示即売会に、西

部・高幡両木材センターから購入していただい

た約 80 ㎥の製品を展示する土佐材コーナーを

開設し、岐阜県で初めてとなる土佐材の PR と

展示即売を行った。当日は天気が心配された

が、何とか最後まで雨が降らなかったので、約

800 人と多くの来場者が訪れ、売り上げも前年

度比で1割以上増加し、展示会は盛況となった。

その中で土佐材も約 8 割近くが売れた他、パン

フ・ノベルティ等も配布して PR 活動を行った。 
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新名木材市売(株)土佐材展示即売会 

今年度新規拠点契約した新名木材市売(株)で、(株)東海木材相互市場西部市場開設 13 周年記念市に合わせて、第

1 回の土佐材展示即売会を行った。当日は各センターから購入していただいた約 80 ㎥の製品を出展し、あいに

くの天気の中でも約 200 人の買い方が訪れ、展示会は盛況となった。全体的にも売上は前回を上回り、土佐材も

ほぼ完売となった。また、景品交換所では土佐材のチラシ・ノベルティ・高知のお土産を配布した。今後も新名

木材、東海市場の方々と協力しながら土佐材の販売促進につなげていきたい。 

 

 

 

(株)ナゴヤ辻文土佐材フェア 

昨年度拠点契約した(株)ナゴヤ辻文主催

の土佐材フェアを(株)東海木材相互市場、

大口市場の新緑記念市のなかで開催した。

高知県内の市場やメーカーで購入してい

ただいた杉一般材がメインの約 100 ㎥の

製品を今回は付売り販売し、約 60 人の買

い方が参加して市況が弱い中でもほぼ完

売した。(辻文売上約 9,000 万)川出社長か

らは今後も安定的な KD 材の供給や供給

数量の増加などの話があった。高知県にと

っては大口の取引先になるため、供給対応

を含め今後も販売促進を続けていきたい。 
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山西プロウッドスタイルフェアー 

 販売拡大拠点の(株)山西が年 2 回（5

月・10 月）開催する新築・リフォーム

など木材住宅関連の展示即売会が開

催された。西部・高幡両木材センター

から出荷した四万十桧の高知県産桧

役物製品を展示即売した。山西でも最近は役物需要が減ってきていて販売量も減少しているとの事だった。また、

今回も木のおもちゃを展示協力し多くの来場者に好評だった。今回は高知プレカットも参加し、2 日目にプレカ

ット工場や木造 4 階建てのツーバイのモデルハウス・非住宅の工法展示を視察した。 

 

 

 

高知県木材普及推進協会総会 
開催日：平成 30 年 5 月 9 日 

場所：高知会館 

 

平成 30 年度は木と人・出会い館の登録建

築士 24 人が施設運営のサポーターとして、

エコ技術を中心に紹介するとともに、高知ら

しいエコ住宅に関するアドバイザーとして相

談に乗りエコ住宅の普及に努める。また、も

くもくランドの開催時期としては 11 月の開

催を考慮したが、緑の緑化月間のため今年は

10 月 20 日(土)、21 日(日)の実施が決定し

た。天候不良や自然災害時の対応策のマニュ

アル化を図っていきたい考えである。 

さらに『木育』についても焦点が当てられた。『木育』という概念は 2004 年北海道で制定され 2011 年にウッ

ドスタート(生まれた赤ちゃんに地産地消の木製玩具を誕生祝い品としてプレゼントする事業や、子育て環境に
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地域材をふんだんに取り入れ、木質化・木育化する事業など、計６項目を展開している)が宣言される。2010 年

には全国で 39 ヵ所の自治体が宣言をし、高知県でも『木育を考える会』が発足され、東京おもちゃ美術館の講

師を招いた勉強会や木育インストラクターによる体験プログラムの企画を行っているとのこと。 

 『造林コンクール』については森林造成を支援する事業として今年度も実施。マスコミ等により広報し、実

施要領に基づいて審査後優秀事例の森林所有者等に対し表彰をおこなっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度の事業報告 

「木と人出会い館」の活動 

  ◎「こうちエコハウス」 

  ◎テレビ番組「木と人・出会い館情報」 

  ◎15 周年記念誌 

「その他」 

  ◎第 13 回もくもくランド 2017 

    ◎高知県造林推進コンクール 

  ◎視察研修 

  ◎木のおもちゃ貸出事業 

 

平成 30 年度の事業計画 

 「木と人出会い館」の活動 

  ◎「木と人・出会い館」ＰＲ番組等の制作放映 

 「その他」 

  ◎第 14 回もくもくランド 2018 

  ◎バスツアー研修会の開催 

  ◎伐採跡地の森林造成を支援する事業 

  ◎木のおもちゃ貸出事業 

 

平成29年度は大豊町の

西峯地区活性化推進委員

会さんが表彰されました！ 
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高知県林業活性化推進協議会総会 
開催日：平成 30 年 5 月 14 日 

場所：ちより街テラス(会議室) 

 

昨今景気回復の波が押し寄せていると盛り上がっ

た話も耳にするが、地方にはその波が中々届いていな

いのが現状。住宅着工数も横ばいとなっており、来年

度以降は消費税 10％が待ち構えているため駆け込み

需要の拡大は期待されるものの、東京オリンピック後

は需要の大幅減少が予想される。そのような中で木材

をどのように消費していくかという命題へ非住宅木

材利用や一般消費者に対しての継続的な木材ＰＲが

問題解決のキーとなってくることがあげられた。 

 

H29 年度の事業報告 

高知県産材利用による木材関係者等への支援対策事業 

◎四国 88 ヵ所へのベンチ作成…四国四県が連携し、ベンチを設置。高知では 16 霊場の設置を行った。 

◎電車広告の実施(とさでん交通路面電車)…2017 年 5 月～8 月の 4 カ月間、1 日約 9 時間の走行をした。広告内

容は『広げよう木づかいの輪』と題し、高知県民への木材利用促進を促した。 

◎第 13 回もくもくランド 2017…2 日目が台風上陸の為中止。来場者数は 1 日目の 4 千人であった。今後雨天時

や災害時の対策マニュアル化が課題となった。 

高知県非住宅建築物木造化推進事業 

◎SWP製品を使用した建築現場での施工調査や平成 28年度に検討した重ね透かし張りや壁ラーメン構造の継手

要素試験、曲げ試験、せん断試験等の実施。 

◎内装材等の開発検討を行い、試作品の作成や展示会(もくコレ)での求評活動実施。 

 

H30 年度事業内容計画 

◎第 14 回もくもくランド 2018 の実施 

◎公共機関(市町村)の建物や事務用品(机等)の木質化 

◎公共交通機関(JR 四国)での木質化(吊り具等)…四国四県連携事業 

◎非住宅建築物の施工を行い分析の実施…冊子作成予定 

◎顔の見える木材での快適空間づくり事業…土佐組子技術を活かした木製品の提案   等々が挙げられた。 

県では第 3 期産業振興計画の林業分野成長戦略において、原木生産量を 2019 年に 780,000 ㎥に増産させること

を目標として、森の資源を余すことなく活用することとしています。また、木材需要を拡大させるべく、昨年 3

月に制定された「高知県産木材の供給及び利用の促進に関する条例」に基づき、市町村等の木造建築物建築促進
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の借実な実行が課題である。このような目標や状況のもと平成 28 年度林野庁補正事業に引き続いて、平成 29 年

度林野庁補正事業及び平成 30 年度林野庁当初予算で地域材需要拡大のための支援対策事業が実施されることに

なっており、また高知県産業振興計画の重点事業である「非住宅建築物木造化推進事業」についても平成 29 年

度に引き続いて、本年度も予算化されており、両事業に実施主体となって取り組む考えである。 
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土佐材流通促進協議会総会 
開催日：平成 30 年 5 月 15 日 

場所：ちより街テラス(会議室) 

 

大消費地の工務店や設計士との新規契約を目的とした

「土佐の自然素材で家作り商談会」や意見交換会を実

施(関西、関東、香川、山口)。土佐材パートナー提携企

業も増加となった。展示会事業では土佐材祭りと題し

て県内製材工場から多くの材を出展し、新たに竜野ハ

ウジング(有)・(株)ナゴヤ辻文を拠点に加えた。 

 

H29 年度の事業報告 

 

4月
大阪森のギャラ
リー展示(4/10～
5/20)

西部センター
1000回市(4/22)

東京中央木材市
場(4/18)

センコー東広島
PD(4/19)

台湾建築士来訪
(4/13～14)

5月
名古屋山西
(5/20～21)

ナゴヤ辻文・
HIKARI浜松
(5/22)

6月
香川土佐材パート
ナー会議(6/7)

関西土佐材パート
ナー会議(6/22)

大阪商談会
(6/22)

HIKARI金沢(6/1
～2)

東京中央木材市
場(6/21)

丸宇北浜・倉川
(6/22～23)

日本住研(6/27)
ベトナム向け輸出
セミナー(6/26)

韓国木材輸出支
援（6/10～13）

7月
関東土佐材パート
ナー会議(7/14)

東京商談会
(7/14)

福岡扇木材
(7/26)

大阪銘木協同組
合(7/19)

竜野ハウジング
(7/20)

8月
かがわ家博
(8/19～20)

東京中央木材市
場(8/23)

(協)東濃地域木
材ほか（9/31～
9/1）

9月
岡山扇木材
(9/7～8)

HIKARI金沢(9/9)
ナゴヤ辻文・山木
商行ほか(9/27
～29)

10月
香川ウッディフェ
ス(10/7～8)

木の家セブン勉
強会(10/17)

名古屋山西
(10/21～22)

台湾高島屋観光
物産展(10/20～
31)

米国・インド向け
輸出セミナー
（10/6）

11月
ジャパンホーム
ショー(11/15～
17)

高松太洋(11/2)
丸宇木材市売下
館(11/17)

12月
大阪木材相互市
場(12/12)

ナゴヤ辻文東海
相互市場
(12/15)

1月
東京モクコレ
(1/30～31)

2月
県内合同市
(2/22)高幡セン
ター

韓国ＫＯＲＥＡＢＵＩ
ＬＤ(2/22～25)

3月
山口商談会
(3/8)

岡山扇木材
(3/8・9)

東京中央・倉川
(3/22～23)

(株)ナゴヤ辻文
（15～17）

拠点開拓連絡調整消費地商談会事業 展示会事業 輸出事業
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２月には県内製材市場(高知木材センター・高幡木材センター・西部木材センター)３社合同による優良土佐材見

本市を行い土佐材の PR を行ってきた 

また、役物定期便事業では不定期の出荷であったのに対し、現在は関西・中部地域を中心に毎月出荷することで

販売数量の増加を目指し、昨年度の出荷材積は 508.4447 ㎥となった。 

 

H30 年度の事業計画予定 

 

今年度は商談会事業では『京都商談会』、展示会事業では『(株)山木商行土佐材フェア』『新名木材市売(株)土佐

材展示即売会』『西垣林業(株)名古屋市場土佐材展』を新たに加え、更なる土佐材外商促進に繋げていきたい。 

 

輸出事業

4月

2018春HIKARI
ウッドステーション
金沢土佐材フェア
(4/13)

(株)山木商行土
佐材フェア
(4/14)

新名木材市売
(株)土佐材展示
即売会
(4/24)

5月
ナゴヤ辻文大口
土佐材フェア
(5/18)

2018春山西プル
ウッドスタイルフェ
ア
(5/19～20)

6月
香川パートナー会
議、商談会(6/7)

京都商談会
(6/14)

大阪パートナー会
議、商談会
(6/15)

HIKARI本社移転
記念展示会予定
(6月上旬)

第5回東京中央
木材市場優良高
知土佐材展
(6/20)

7月
関東パートナー会
議、商談会(7/19
予定)

第8回福岡扇土
佐材祭り
(7/26)

西垣林業(株)名
古屋市場土佐材
展(7/11)

8月
かがわ家博サン
メッセ(8/18～
19)

9月
2018秋岡山扇・
竜野ナイスフェア
(9/8～9)

2018秋HIKARI金
沢土佐材フェア
(9月中旬予定)

10月
香川ウッディフェ
ス(10/7～8)

大阪森林の市
(10/28)

2018秋山西プロ
ウッドスタイルフェ
ア
(10/21～22)

11月
ジャパンホーム
ショー(11/20～
22)

第4回高松太洋
木材土佐材祭り
(11/2)

第9回丸宇木材
土佐材展
(11/16)

12月
第3回大阪相互
木材年末謝恩市
(12/12)

1月
東京モクコレ
(1/29～30)

2月
第9回優良土佐
材見本市(2月下
旬)

コリアビルド2019

3月
瀬戸内商談会
(3/7予定)

2019春岡山扇・
竜野
ナイスフェア
(3/8～3/9)

消費地商談会事業 拠点開拓連絡調整展示会事業
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大阪に TOSAZAI モデルハウスを建設中 

 平成 29 年度の土佐材流通促進協議会、消費地商談会事業(大阪商談会)

で始めて知り合った工務店が TOSAZAI を使ったモデルハウスを建築し

ています。社長は高知県出身ですが、大阪に出てから長い年月、地域に

根差した小さな工務店を営んでいました。 

6/23 大阪商談会 

 

高知からの突然舞い込んだ案内ハガキを見

て、高知県出身の社長が故郷を懐かしく思い

参加してくれました。 

9/7 大阪の会社を訪問 

 

高知県には優良な木材や漆喰などの自然素材

がたくさんあります。補助事業等の説明もお

こないました。 

11/22 高知県へ産地訪問 

 

社長が高知を訪問、石灰工場と馬路村の製材

所を案内しました。 

12/6 大阪にて詳細打ち合せ 

 

設計者も交えて木材の見積り等の打ち合わせ

をしました。 

建築予定地を視察 

 

狭小地に木造三階建ての建築を予定 

3/14 製材の責任者も現場訪問 

 

納材に問題ないか確認、棟梁からも「いい木

だ」と褒めてもらいました。 

4/13 高知県の担当者も現地確認 

建築現場には TOSAZAI 住宅の旗

が掲げられています。 

6 月には完成予定です。 
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JAS 構造材利用拡大事業について 

 ～JAS 材の活用を対象とした補助事業が新たに設定されました～ 

 

① 構造材に機械等級区分構造用製材 JAS、2×4 JAS、CLT JAS を用いたもの 

 （高知県内で機械等級区分構造用製材 JAS 認定工場は 6 工場） 

(1) レイホク木材工業協同組合 

(2) 有限会社関西木材建設 

(3) 馬路林材加工協同組合 

(4) 梼原町森林組合 

(5) 株式会社吾川森林 

(6) 高知おおとよ製材株式会社 

 

② 非住宅建築物 

③ 補助を受けるのは主に施工業者(工務店等)であり、事前に JAS 構造材活用宣言を全木連に提出し、登録が必

要 

④ 予算規模は全国で約 13 億円 

⑤ 交付申請の受付〆切は平成 30 年 12 月 21 日(この時点で上棟していること) 

⑥ 事務受付窓口は木材協会 

 

 

※詳しくは林野庁ホームページをご覧ください 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁、チラシにな

っております 
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高知県木製品工業連合協同組合新事業について 

高知大丸木工フェア 
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The first toy 

高知県では今年度、新規に木育推進事業を開始しました。 

市町村が、乳幼児（0～3 歳児）に、県産材を使用して作成

したおもちゃや食器等を提供する経費を、1/2 以内で補助する

事業です。 

高知県木製品工業連合協同組合では、その事業に会員が作

る商品を提案すべく、9 会員に絞ってカタログを作成しました。 

すでに、高知県と全市町村には配布済みです。 

小さなお子様のいる方は是非チェックを！！ 
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本山町役場からのお知らせ 
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住宅着工情報・製品市況 

資料(1)全国住宅着工戸数                               政府統計資料による 

 

 

平成３０年　３月分着工新設住宅戸数：利用関係別・都道府県別表 （単位：戸、％）

対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年 対前年

戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比 戸数 同月比列1 列2 列3 列4 列5 列6 列7 列8 列9 列10 列11 列12 列13 列14 列15

北海道 2,813 7.7 700 0.3 1,736 4.9 5 -82.8 372 61.0 204 292.3 168 -2.9

青森 432 -2.9 237 -7.1 106 -27.9 30 1,400.0 59 43.9 0 0.0 49 19.5

岩手 563 10.2 305 -5.6 212 35.9 0   -100.0 46 48.4 0 0.0 46 48.4

宮城 1,361 -16.4 449 -20.2 651 -19.2 1 -98.2 260 27.5 0 0.0 252 24.1

秋田 280 -13.0 210 -13.6 27 -49.1 1 0.0 42 68.0 0 0.0 42 68.0

山形 535 72.6 217 12.4 186 204.9 11 -15.4 121 181.4 66     -   55 27.9

福島 810 -30.9 423 -16.7 265 -47.2 7 600.0 115 -29.0 0 0.0 115 -29.0

茨城 1,279 -25.8 648 -8.6 364 -50.4 5 -68.8 262 -1.1 0 0.0 258 -2.6

栃木 1,171 -3.1 512 15.1 363 -31.6 1     -   295 27.2 66     -   229 -1.3

群馬 957 -18.9 475 -10.9 277 -25.5 0 0.0 205 -25.5 0   -100.0 205 32.3

埼玉 3,863 -8.7 896 -14.9 1,475 -23.6 2 -50.0 1,490 19.8 533 237.3 957 -10.7

千葉 2,639 -27.8 744 -6.9 1,119 -26.2 3 -72.7 773 -41.8 86 -83.7 682 -14.8

東京 11,673 -8.0 1,174 -4.8 5,933 -3.9 70 105.9 4,496 -14.4 2,877 -16.2 1,573 -11.0

神奈川 5,006 -18.0 1,034 -3.5 2,147 -25.0 3 -99.2 1,822 1.4 354 -27.5 1,385 9.1

新潟 872 9.8 493 2.3 284 25.1 3 200.0 92 9.5 0 0.0 92 9.5

富山 585 11.0 319 16.0 227 6.6 2 100.0 37 -2.6 0 0.0 37 -2.6

石川 578 -5.7 319 19.0 183 -35.8 0   -100.0 76 43.4 0 0.0 71 34.0

福井 387 -4.9 195 -22.3 166 37.2 0   -100.0 26 -23.5 0 0.0 26 -23.5

山梨 378 -19.7 240 18.2 94 -31.4 0 0.0 44 -66.4 0   -100.0 44 -13.7

長野 928 23.2 464 3.6 264 22.2 0   -100.0 200 138.1 89     -   111 35.4

岐阜 845 21.2 447 10.9 189 -1.0 3     -   206 100.0 56     -   150 45.6

静岡 1,483 -17.9 828 -3.4 366 -22.9 4 -80.0 285 -37.2 82 -61.3 203 -16.1

愛知 4,967 -10.9 1,477 -8.3 1,947 -16.0 28 211.1 1,515 -7.3 501 -5.1 993 -9.2

三重 664 -22.5 381 4.7 166 -56.8 4 300.0 113 4.6 34     -   79 -26.9

滋賀 821 25.3 302 -5.0 347 68.4 4     -   168 28.2 50 -24.2 118 81.5

京都 1,070 6.7 386 14.5 412 -3.3 3     -   269 12.1 49     -   220 -8.3

大阪 5,372 -22.6 838 -4.8 2,659 -26.1 30 -70.6 1,845 -22.0 1,043 -32.1 793 -2.7

兵庫 2,750 14.4 742 -8.3 989 6.3 2     -   1,017 53.2 512 119.7 505 17.2

奈良 483 -2.8 195 0.0 152 -7.9 0 0.0 136 -0.7 0 0.0 136 -0.7

和歌山 292 0.0 155 -13.9 96 7.9 0 0.0 41 78.3 0 0.0 41 78.3

鳥取 224 29.5 120 -6.3 89 206.9 2 -85.7 13 550.0 0 0.0 13 550.0

島根 213 -2.3 131 -5.1 70 -5.4 2     -   10 66.7 0 0.0 10 66.7

岡山 1,007 -12.7 342 -27.4 472 -3.1 2     -   191 -2.6 98 12.6 93 -14.7

広島 1,602 15.2 393 -4.1 763 46.4 1     -   445 -3.3 194 -23.6 251 21.8

山口 768 23.5 260 7.9 278 11.6 5 400.0 225 71.8 147 98.6 78 36.8

徳島 362 13.8 161 -4.7 176 26.6 0   -100.0 25 177.8 0 0.0 25 177.8

香川 585 36.0 228 11.2 253 102.4 2     -   102 2.0 39 -46.6 63 133.3

愛媛 525 -2.8 303 14.8 112 -53.3 0 0.0 110 205.6 70     -   40 11.1

高知 234 -19.3 135 20.5 77 -34.2 0   -100.0 22 -60.7 0   -100.0 22 57.1

福岡 2,974 -16.8 705 -13.2 1,530 -30.4 6 -25.0 733 31.8 394 157.5 339 -15.9

佐賀 314 -25.4 147 -18.3 141 -30.5 1 0.0 25 -32.4 0 0.0 25 -32.4

長崎 541 -1.6 224 3.2 281 -6.3 12 500.0 24 -22.6 0 0.0 24 -22.6

熊本 1,577 44.7 629 11.3 559 119.2 3 -75.0 386 49.6 271 40.4 109 67.7

大分 490 -2.6 203 -22.2 251 41.8 1 -92.3 35 -32.7 0 0.0 35 -32.7

宮崎 544 9.7 264 1.1 220 26.4 0   -100.0 60 0.0 0 0.0 60 0.0

鹿児島 546 -16.1 341 6.6 118 -38.5 7 40.0 80 -40.3 0   -100.0 80 35.6

沖縄 1,253 -8.9 185 -10.6 958 -1.5 5 66.7 105 -45.3 50 -69.5 55 96.4

合　計 69,616 -8.3 20,576 -4.2 29,750 -12.3 271 -64.1 19,019 -3.6 7,865 -8.0 10,957 -0.8

北海道 2,813 7.7 700 0.3 1,736 4.9 5 -82.8 372 61.0 204 292.3 168 -2.9

東北 3,981 -9.3 1,841 -11.7 1,447 -16.1 50 -31.5 643 27.1 66     -   559 10.7

関東 27,894 -12.9 6,187 -4.7 12,036 -16.9 84 -81.1 9,587 -9.6 4,005 -16.7 5,444 -4.4

北陸 2,422 3.5 1,326 3.9 860 1.7 5 -50.0 231 10.5 0     -   226 8.1

中部 7,959 -10.9 3,133 -3.2 2,668 -20.8 39 30.0 2,119 -7.8 673 -9.1 1,425 -7.9

近畿 10,788 -8.5 2,618 -3.7 4,655 -14.0 39 -61.8 3,476 -2.4 1,654 -9.9 1,813 6.0

中国 3,814 7.2 1,246 -10.2 1,672 22.9 12 -20.0 884 11.2 439 5.8 445 17.1

四国 1,706 8.1 827 10.3 618 -0.5 2 -66.7 259 28.9 109 -5.2 150 74.4

九州 6,986 -4.1 2,513 -3.9 3,100 -11.4 30 -28.6 1,343 19.1 665 58.0 672 -5.0

沖縄 1,253 -8.9 185 -10.6 958 -1.5 5 66.7 105 -45.3 50 -69.5 55 96.4

首都圏 23,181 -13.1 3,848 -7.4 10,674 -14.5 78 -81.6 8,581 -10.8 3,850 -16.4 4,597 -6.4

中部圏 7,959 -10.9 3,133 -3.2 2,668 -20.8 39 30.0 2,119 -7.8 673 -9.1 1,425 -7.9

近畿圏 10,788 -8.5 2,618 -3.7 4,655 -14.0 39 -61.8 3,476 -2.4 1,654 -9.9 1,813 6.0

その他地域 27,688 -2.8 10,977 -3.4 11,753 -7.2 115 -42.2 4,843 14.0 1,688 23.5 3,122 8.7

うち一戸建総数 持家 貸家 給与 分譲 うちマンション
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資料(2) 全国月別住宅着工数(平成 26 年 4 月～平成 30 年 3 月) 

 

平成 30 年 3 月の全国月別住宅着工数は 69,616(戸)と前年度同月の 75,887(戸)と比較すると 8.3％の減少となっ

た。持ち家は 20,576(戸)と 4.2%の減少。貸家は 29,750(戸)と 12.3%の減少。分譲では 19,019(戸)の 3.6%減

少、うち、分譲マンション 7,865(戸)と 8％の減少、分譲一戸建ては 10,957(戸)の 8％減少。持ち家から分譲に

至るまで全ての数値で前年度を下回った。また平成 30 年 3 月の月別住宅着工数はここ 4 年間の住宅着工数が最

も低値であった平成 30 年 1 月の住宅着工数 66,358(戸)からは 4.9%の上昇率となった。 

 

 

資料(3) 四国の月別住宅着工数(平成 26 年 4 月～平成 30 年 3 月) 

 

平成 30 年 3 月の四国月別住宅着工数をみてみると、1,706(戸)と前年度と比較して 8.1％の上昇となっている。

また持ち家は 827(戸)＋10.3%。貸家は 618(戸)－0.5%。分譲は 259(戸)＋28.9%となっており、そのうち、分

譲マンションは 109(戸)の-5.2%。分譲一戸建ては 150(戸)＋74.4%と、分譲一戸建ての伸び率が高い値を示し

ている。 
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資料(4) 高知県の月別住宅着工数(平成 26 年 4 月～平成 30 年 3 月) 

 

平成 30 年 3 月の高知県住宅着工数は 234(戸)と前年度と比較して 19.3%の減少。持ち家は 135(戸)の＋

20.5%。貸家は 77(戸)の-34.2%。分譲は 22(戸)の－60.7%でそのうち、分譲マンションは 0(戸)。分譲一戸建

ては 22(戸)の＋57.1%となった。また、分譲マンションは平成 29 年の 11 月以降 0(戸)を推移しており、持ち家

や分譲一戸建てが高知県の住宅着工数を後押ししている形となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Ｈ26 209 133 233 235 277 284 251 285 187 192 211 258

Ｈ27 240 219 210 302 139 235 235 311 182 171 286 192

Ｈ28 230 245 271 285 302 216 396 306 198 165 212 290

Ｈ29 351 176 354 322 342 313 256 271 274 232 130 234
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木協建材ウィークリーより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料(5) 製品市況(関東市売り場) 

(円) 
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木材協会予定(6 月～7 月) 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

(一社)高知県木材協会 

〒780-0801 高知県高知市小倉町 2-8 

TEL 088-883-6721  FAX088-884-1697 

http://www.k-kenmoku.com/ 

6月上旬予定 HIKARI本社移転記念展示会 展示会事業

6月7日 香川県パートナー会議・商談会 商談会事業

6月14日 京都商談会 商談会事業

6月14～19日 高知大丸TOSAZAIフェア 木工連

6月15日 大阪パートナー会議・商談会 商談会事業

6月20日 第５回東京中央木材市場優良高知土佐材展 展示会事業

7月11日 西垣林業(株)名古屋市場土佐材展 展示会事業

7月19日(予定) 関東パートナー会議・商談会 商談会事業

7月26日 第８回福岡扇木材土佐材祭り 展示会事業

まだ確定していない予定もありますので、

遠慮なくお問い合わせください！ 


